
カフェイン	
煎茶、紅茶葉	

紅茶	 20～50 mg	

コーヒー         	

コカコーラ	

40～150 mg	

33～45 mg	

新ルルA錠（9錠）	 75 mg	

LD50（人[予想値]）	 3.2 g	
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茶湯中	

2～3%	

約 0.005%	





カテキン	

タンニン	

ポリフェノール	

タンニン：	
　広く植物界に分布する多数の
フェノール性水酸基を持つ複雑
な芳香族化合物の総称。	
　金属イオン等と結合し、難溶性
の塩を作る。	

水酸化カルシウムを加えて	
カルシウム塩として分離。	



励起状態	

基底状態	

ΔE＝hν＝hc/λ	

ν＝振動数	

λ＝波長	

h ＝プランク定数	

c ＝光速	
電子	



λ	

電磁波	

IR （赤外線）・・・振動	

Vis (可視光線)	

UV（紫外線）・・・電子励起	



電子の軌道と光（ＵＶ）の吸収	

σ結合	

π結合	
非共有電子対	(n)	
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鏡	

光源	

石英セル	

溶媒だけ	

試料	
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Sample	

透明な面	



λ	

λ	

が吸収	

100 %	

I / I0	

吸
光
度	

I
I0log=吸光度

透過率	 吸光度	

0.1 %	

10 %	

3	

1	

1 %	 2	

吸光度が０〜２の範囲で測
定すると測定の精度が高い	

0	100 %	



スライドグラス	

試料	

対物レンズ	

カバーグラス使わない	

上に動かしながらピントを合わせる	
（レンズを試料と接触させないため）	

視野	

倍率	

を書いて	
スケッチ	



検印時に必要なデータ等	

１．各瀘液の色は観察したか？	
　　○茶葉抽出後	
　　○カルシウム凝集後	
　　○活性炭投入後	
	
２．顕微鏡観察のスケッチは終わったか？その倍率も記載したか？	
	
３．カフェイン定性試験の結果は記載したか？色はどうであったか？	
	
４．紫外スペクトルは測定したか？各自チャートはプリントしたか？	
	
５．標準品との比較はどうか？テキストのチャートを参照すること	
	
６．その他気付いた点等		



レポート作成のポイント	

•  色変化を表にまとめる	

•  測定したチャートの波長を表にまとめる 
 極大波長は必ず報告　←　物質固有だから 
 極大吸光度　←　濃度依存　だけど利用できる	

•  結晶のスケッチと倍率をわかりやすく記載	

•  関連するポイントを文献などで調査してまと
める。例えば、UVの原理やカフェインについ
てなど（文献記載事項を転載する場合は、
文献名などを明記すること）	


